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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のセルにサービス提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数
上で、第２のセルに対応する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信す
ることと、ここにおいて、前記第１の周波数はダウンリンク（ＤＬ）周波数であり、前記
第２の周波数はアップリンク（ＵＬ）周波数であり、前記発見情報は、前記第１の基地局
の前記第１の周波数にさらに関連し、前記第１の周波数に関連する前記発見情報は、前記
第１の周波数における基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）がリソースプール選択を決定するた
めに使用されるかどうかを示す基準信号情報を備え、前記第２の周波数に関連する前記発
見情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を通して受信され、前記ＳＩＢは１つまたは
複数のＳＩＢが前記第２の周波数に関して変化したかどうかを示す情報を含む、
　前記受信したＳＩＢの数値タグに基づいて前記１つまたは複数のＳＩＢの少なくとも１
つのＳＩＢが第２の基地局の前記第２の周波数に関して変化したと決定することと、ここ
において、前記第１の周波数上で受信した前記少なくとも１つのＳＩＢがＳＩＢ１である
場合、前記ＳＩＢ１は前記少なくとも１つのＳＩＢが前記第２の周波数に関して変化した
かどうかを示す前記数値タグを含み、前記第１の周波数上で受信した前記少なくとも１つ
のＳＩＢがＳＩＢ１９である場合、前記ＳＩＢ１９は前記ＳＩＢ１９が前記第２の周波数
に関して変化したかどうかを示す前記数値タグを含む、
　前記少なくとも１つのＳＩＢを受信するために前記第２の周波数に同調することと、
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　前記受信された少なくとも1つのＳＩＢに基づいて、前記第２の周波数上の１つまたは
複数のＵＥを発見することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記ＵＥのうちの
前記１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を更に備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、前記発見サブフレームビッ
トマップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを更に備える
、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記発見情報を受信することは、前記第２の周波数に関連する発見情報および前記第１
の周波数に関連する発見情報を受信することを更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記１つまたは複
数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを更に備え、ここにおいて、
前記１つまたは複数の無線パラメータは、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵ
Ｅによって発見信号が送信される最大送信電力、ネットワークシグナリング（ＮＳ）値、
公称電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルファ値のうちの少なくとも１つを含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、発見リソースが前記第１の周波数に関す
るタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基準情報を更に備え、
　ここにおいて、前記ＵＥは、前記タイミング基準情報に基づいて、前記発見リソースに
おいて、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥを発見する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第１の周波数上のダウンリンクに関
する同期信号が前記第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されることがで
きるかどうかを示す同期情報を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記同期情報は、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示すア
ンビギュイティウィンドウ情報をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の方法を実施するための手段を備える、ワイヤレ
ス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項１０】
　前記手段は、メモリと、前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備え
る、請求項９に記載のＵＥ。
【請求項１１】
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の方法をインプリメントするようにコンピュータ
によって実行可能なプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　[0001]　本出願は、「INTER FREQUENCY LTE-D DISCOVERY」と題されて２０１５年４月
６日に出願された米国仮出願第６２／１４３，６２６号、および「INTER FREQUENCY LTE-
D DISCOVERY」と題されて２０１６年３月１８日に出願された米国特許出願第１５／０７
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４，３７０号の利益を主張し、それらは参照によって全体がここに明示的に組み込まれる
。
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般に通信システムに関し、より具体的には、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ（登録商標））通信におけるデバイス発見に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、お
よびブロードキャスト等の様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている
。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによ
ってマルチプルなユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を用い得る。
このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シ
ステム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、都市、国家、地域、
さらには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な
電気通信規格において採用されてきた。例示的な電気通信規格が、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ（登録商標））によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ
）モバイル規格に対する拡張セットである。ＬＴＥは、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを
、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、かつ多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ
技術を使用して、改善されたスペクトル効率、下げられたコスト、および改善されたサー
ビスによってモバイルブロードバンドアクセスをサポートするように設計されている。し
かしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けると、ＬＴＥ技
術におけるさらなる改善の必要性が存在する。これらの改善はまた、これらの技術を用い
る電気通信規格および他の多重アクセス（multi-access）技術にも適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]　デバイス・ツー・デバイス通信には絶えず改善がなされてきた。具体的には、
様々な状況下でモバイルデバイスが他のデバイスを発見するための効率的な方法が開発中
である。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　以下は、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような
態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての考慮された態様の広範な概観
ではなく、そして、すべての態様の主要または重要な要素を特定するようにも、任意また
はすべての態様の範囲を詳細に叙述するようにも、意図されていない。その唯一の目的は
、後に提示されるより詳細な説明への前置きとして、簡略化された形式で１つまたは複数
の態様のうちのいくつかの概念を提示することである。
【０００７】
　[0007]　第１の周波数で動作している第１のセル内のユーザ装置（ＵＥ）が、第２の周
波数で動作している第２のセル内の別のＵＥを発見することを試みるとき、第１のセル内
のＵＥは、第２のセル内のＵＥを検出するために、第２の周波数上での通信を絶えずモニ
タすることを必要とし得る。第２の周波数上での通信を絶えずモニタすることは望ましく
ない可能性があり、よって、異なる周波数における別のＵＥを発見するためのより効率的
なアプローチが開発されてきた。
【０００８】
　[0008]　本開示の一態様によると、第１の周波数上の第１のＵＥは、第２の周波数上の
ＵＥの発見に参加するために、第１の基地局から、第２の周波数に関する発見情報を受信
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し得る。第１の周波数上で第１の基地局から受信された発見情報に基づいて、第１のＵＥ
は、第２の周波数上のＵＥを発見し得る。
【０００９】
　[0009]　本開示の一態様では、方法、コンピュータ読み取り可能な媒体、および装置が
提供される。装置は、ＵＥであり得る。装置は、第１のセルにサービス提供している第１
の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数上で、第２のセルに対応する第２のチャネ
ルの第２の周波数に関連する発見情報を受信し、ここで、第１の周波数はダウンリンク（
ＤＬ）周波数であり、第２の周波数はアップリンク（ＵＬ）周波数である。装置は、受信
された発見情報に基づいて、第２のチャネルの第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥを
発見する。
【００１０】
　[0010]　別の態様では、装置は、ＵＥであり得る。装置は、第１のセルにサービス提供
している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数上で、第２のセルに対応する
第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信するための手段を含み、ここで
、第１の周波数はＤＬ周波数であり、第２の周波数はＵＬ周波数である。装置は、受信さ
れた発見情報に基づいて、第２のチャネルの第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥを発
見するための手段を含む。
【００１１】
　[0011]　別の態様では、装置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロ
セッサとを含むＵＥであり得る。少なくとも１つのプロセッサは、第１のセルにサービス
提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数上で、第２のセルに対応
する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信することであって、ここで
、第１の周波数はＤＬ周波数であり、第２の周波数はＵＬ周波数である、受信することと
、受信された発見情報に基づいて、第２のチャネルの第２の周波数上の１つまたは複数の
ＵＥを発見することと、を行うように構成される。
【００１２】
　[0012]　別の態様では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶す
るコンピュータ読み取り可能な媒体は、第１のセルにサービス提供している第１の基地局
から、第１のチャネルの第１の周波数上で、第２のセルに対応する第２のチャネルの第２
の周波数に関連する発見情報を受信することであって、ここで、第１の周波数はＤＬ周波
数であり、第２の周波数はＵＬ周波数である、受信することと、受信された発見情報に基
づいて、第２のチャネルの第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥを発見することと、を
行うためのコードを含む。
【００１３】
　[0013]　本開示の別の態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提
供される。装置は、ＵＥであり得る。装置は、第１の基地局から、第１の周波数における
システム情報ブロック（ＳＩＢ）を受信し、ＳＩＢは、第２の基地局の第２の周波数に関
してＳＩＢのセットのうちの１つまたは複数のＳＩＢが変化したかどうかを示す情報を含
む。装置は、第２の基地局の第２の周波数に関して１つまたは複数のＳＩＢのうちの少な
くとも１つのＳＩＢが変化したことを決定する。装置は、少なくとも１つのＳＩＢを受信
するために第２の周波数に同調（tunes to）する。装置は、受信された少なくとも１つの
ＳＩＢに基づいて第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥを発見する。
【００１４】
　[0014]　別の態様では、装置は、ＵＥであり得る。装置は、第１の基地局から、第１の
周波数におけるＳＩＢを受信するための手段を含み、ＳＩＢは、第２の基地局の第２の周
波数に関してＳＩＢのセットのうちの１つまたは複数のＳＩＢが変化したかどうかを示す
情報を含む。装置は、第２の基地局の第２の周波数に関して１つまたは複数のＳＩＢのう
ちの少なくとも１つのＳＩＢが変化したことを決定するための手段を含む。装置は、少な
くとも１つのＳＩＢを受信するために第２の周波数に同調するための手段を含む。装置は
、受信された少なくとも１つのＳＩＢに基づいて第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥ
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を発見するための手段を含む。
【００１５】
　[0015]　別の態様では、装置は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロ
セッサとを含むＵＥであり得る。少なくとも１つのプロセッサは、第１の基地局から、第
１の周波数におけるＳＩＢを受信することであって、ＳＩＢは、第２の基地局の第２の周
波数に関してＳＩＢのセットのうちの１つまたは複数のＳＩＢが変化したかどうかを示す
情報を含む、受信することと、第２の基地局の第２の周波数に関して１つまたは複数のＳ
ＩＢのうちの少なくとも１つのＳＩＢが変化したことを決定することと、少なくとも１つ
のＳＩＢを受信するために第２の周波数に同調することと、受信された少なくとも１つの
ＳＩＢに基づいて第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥを発見することと、を行うよう
に構成される。
【００１６】
　[0016]　別の態様では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶す
るコンピュータ読み取り可能な媒体は、第１の基地局から、第１の周波数におけるＳＩＢ
を受信することであって、ＳＩＢは、第２の基地局の第２の周波数に関してＳＩＢのセッ
トのうちの１つまたは複数のＳＩＢが変化したかどうかを示す情報を含む、受信すること
と、第２の基地局の第２の周波数に関して１つまたは複数のＳＩＢのうちの少なくとも１
つのＳＩＢが変化したことを決定すすることと、少なくとも１つのＳＩＢを受信するため
に第２の周波数に同調することと、受信された少なくとも１つのＳＩＢに基づいて第２の
周波数上の１つまたは複数のＵＥを発見することと、を行うためのコードを含む。
【００１７】
　[0017]　前述の目的および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様が、
以下に十分に説明され、かつ特許請求の範囲において具体的に示される特徴を備える。以
下の説明および添付の図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に
記載する。しかしながら、これらの特徴は様々な態様の原理が用いられ得る様々な方法の
うちのほんのいくつかを示しているのであって、本説明は、すべてのそのような態様およ
びそれらの同等物を含むように意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】[0018]　図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの例を例
示する図である。
【図２Ａ】[0019]　図２Ａは、ＬＴＥの例の、ＤＬフレーム構造を例示する図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ＬＴＥの例の、ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルを例示する図で
ある。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ＬＴＥの例の、ＵＬフレーム構造を例示する図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、ＬＴＥの例の、ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルを例示する図で
ある。
【図３】[0020]　図３は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およ
びユーザ装置（ＵＥ）の例を例示する図である。
【図４】[0021]　図４は、デバイス・ツー・デバイス通信システムの図である。
【図５】[0022]　図５は、１つの周波数上のセル内の、別の周波数上の別のセル内の他の
ＵＥの発見に参加しているＵＥを例示する例示的な図である。
【図６】[0023]　図６は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャー
トである。
【図７】[0024]　図７は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャー
トである。
【図８】[0025]　図８は、例示的な装置内の、異なる手段／コンポーネント間のデータフ
ローを例示する概念的なデータフローダイアグラムである。
【図９】[0026]　図９は、処理システムを用いる装置のためのハードウェアインプリメン
テーションの例を例示する図である。
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【詳細な説明】
【００１９】
　[0027]　添付図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明として
意図されており、ここに説明される概念が実施され得るのはこれらの構成においてのみで
あることを表すようには意図されていない。詳細な説明は、様々な概念の徹底的な理解を
提供することを目的として特定の詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特
定の詳細なしに実施され得ることは、当業者に明らかとなる。いくつかの事例では、その
ような概念をあいまいにすることを避けるために、周知の構造およびコンポーネントは、
ブロック図の形式で示される。
【００２０】
　[0028]　電気通信システムのいくつかの態様が、これから様々な装置および方法に関連
して提示される。これらの装置および方法は、続く詳細な説明において説明され、（「要
素」と総称される）様々なブロック、コンポーネント、回路、プロセス、アルゴリズム等
によって、添付図面に例示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソ
フトウェア、またはこれらの任意の組合せを使用してインプリメントされ得る。このよう
な要素が、ハードウェアとしてインプリメントされるか、あるいはソフトウェアとしてイ
ンプリメントされるかは、特定の用途およびシステム全体に課せられる設計制約に依存す
る。
【００２１】
　[0029]　例として、要素、またはある要素の任意の部分、または複数の要素の任意の組
合せは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」としてインプリメントされ
得る。プロセッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス
プロセシングユニット（ＧＰＵ）、中央処理装置（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッ
サ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＲＩＳＣ（reduced instruction set comp
uting）プロセッサ、システムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）
、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示全体に
わたって説明される様々な機能性（functionality）を実施するように構成された他の好
適なハードウェアを含む。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフト
ウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、
マイクロコード、ハードウェア記述言語等の名称に関わらず、命令、命令セット、コード
、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアコ
ンポーネント、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケ
ージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシー
ジャ、関数等を意味すると広く解釈されるべきである。
【００２２】
　[0030]　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハ
ードウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。ソ
フトウェアでインプリメントされる場合、これら機能は、コンピュータ読み取り可能な媒
体において１つまたは複数の命令またはコードとして符号化されるかまたは記憶され得る
。コンピュータ読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的に消去可能なプログラム可能なＲ
ＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、他の
磁気記憶デバイス、前述のタイプのコンピュータ読み取り可能な媒体の組合せ、またはコ
ンピュータによってアクセスされることができる命令またはデータ構造の形式でコンピュ
ータ実行可能コードを記憶するために使用されることができるいかなる他の媒体も備える
ことができる。
【００２３】
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　[0031]　図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の例を例
示する図である。ワイヤレス通信システム（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷ
ＡＮ）とも呼ばれる）は、基地局１０２、ＵＥ１０４、および発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ）１６０を含む。基地局１０２は、マクロセル（高電力セルラ基地局）および／または
スモールセル（低電力セルラ基地局）を含み得る。マクロセルはｅＮＢを含む。スモール
セルは、フェムトセル、ピコセル、およびマイクロセルを含む。
【００２４】
　[0032]　基地局１０２（発展型ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）地
上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と総称される）は、バックホールリン
ク１３２（例えば、Ｓ１インタフェース）を通してＥＰＣ１６０とインタフェースする。
他の機能に加えて、基地局１０２は、次の機能のうちの１つまたは複数を実施し得る：ユ
ーザデータの転送、無線チャネルの暗号化および解読、完全性保護（integrity protecti
on）、ヘッダ圧縮、モビリティ制御機能（例えば、ハンドオーバ、デュアル接続性）、セ
ル間干渉調整、接続セットアップおよびリリース、負荷バランシング、ＮＡＳ（non-acce
ss stratum）メッセージのための分配、ＮＡＳノード選択、同期、無線アクセスネットワ
ーク（ＲＡＮ）共有、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭ
Ｓ）、加入者および装置トレース（subscriber and equipment trace）、ＲＡＮ情報管理
（ＲＩＭ）、ページング、ポジショニング、および警告メッセージの配信。基地局１０２
は、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２インタフェース）を介して互いに直接的に
または間接的に（例えば、ＥＰＣ１６０を通して）通信し得る。バックホールリンク１３
４は、ワイヤードまたはワイヤレスであり得る。
【００２５】
　[0033]　基地局１０２は、ＵＥ１０４とワイヤレスに通信し得る。基地局１０２の各々
は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に通信カバレッジを提供し得る。オーバ
ーラップしている地理的なカバレッジエリア１１０があり得る。例えば、スモールセル１
０２’は、１つまたは複数のマクロ基地局１０２のカバレッジエリア１１０とオーバーラ
ップするカバレッジエリア１１０’を有し得る。スモールセルとマクロセルとの両方を含
むネットワークは、異種のネットワーク（a heterogeneous network）として知られてい
る可能性がある。異種のネットワークはまた、ホーム発展型ノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮ
Ｂ）を含み得、それはクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）として知られる制限されたグ
ループにサービスを提供し得る。基地局１０２とＵＥ１０４との間の通信リンク１２０は
、ＵＥ１０４から基地局１０２へのアップリンク（ＵＬ）（リバースリンクとも呼ばれる
）送信、および／または、基地局１０２からＵＥ１０４へのダウンリンク（ＤＬ）（フォ
ワードリンクとも呼ばれる）送信を含み得る。通信リンク１２０は、空間多重化、ビーム
フォーミング、および／または送信ダイバーシティを含む、ＭＩＭＯアンテナ技術を使用
し得る。通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを通したものであり得る。基地局１０
２／ＵＥ１０４は、各方向の送信のために使用される合計Ｙｘ　ＭＨｚ（ｘ個のコンポー
ネントキャリア）までのキャリアアグリゲーションに割り振られたキャリアごとに、Ｙ　
ＭＨｚ（例えば、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）までの帯域幅のスペクトルを使用し得る
。キャリアは、互いに隣接（adjacent）している可能性もしていない可能性もある。キャ
リアの割り振りは、ＤＬおよびＵＬについて非対称であり得る（例えば、ＵＬよりも多く
のおよびＵＬよりも少ないキャリアが、ＤＬに割り振られ得る）。コンポーネントキャリ
アは、プライマリコンポーネントキャリアおよび１つまたは複数のセカンダリコンポーネ
ントキャリアを含み得る。プライマリコンポーネントキャリアは、プライマリセル（Ｐセ
ル）と称され得、セカンダリコンポーネントキャリアは、セカンダリセル（Ｓセル）と称
され得る。
【００２６】
　[0034]　ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚのアンライセンス周波数スペクトルにお
いて通信リンク１５４を介してＷｉ－Ｆｉ局（ＳＴＡ）１５２と通信しているＷｉ－Ｆｉ
アクセスポイント（ＡＰ）１５０をさらに含み得る。アンライセンス周波数スペクトルで
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通信するとき、ＳＴＡ１５２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能であるかどうか決定す
るために、通信に先立ってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実施し得る。
【００２７】
　[0035]　スモールセル１０２’は、ライセンスおよび／またはアンライセンス周波数ス
ペクトルで動作し得る。アンライセンス周波数スペクトルで動作するとき、スモールセル
１０２’は、ＬＴＥを用い、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０によって使用されるものと同じ５Ｇ
Ｈｚのアンライセンス周波数スペクトルを使用し得る。アンライセンス周波数スペクトル
でＬＴＥを用いるスモールセル１０２’は、アクセスネットワークに対するカバレッジを
強化（boost）し得る、および／または、アクセスネットワークの容量を増加させ得る。
アンライセンススペクトルにおけるＬＴＥは、ＬＴＥアンライセンス（ＬＴＥ－Ｕ）、ラ
イセンス支援アクセス（ＬＡＡ：licensed assisted access）、またはＭｕＬＴＥｆｉｒ
ｅと称され得る。
【００２８】
　[0036]　ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、他のＭＭＥ
１６４、サービングゲートウェイ１６６、マルチメディアブロードキャストマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８、ブロードキャストマルチキャストサービス
センタ（ＢＭ－ＳＣ）１７０、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ１７２を含み得る。ＭＭＥ１６２は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１７４と通信して
いる可能性がある。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０の間のシグナリングを処
理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ１６２は、ベアラおよび接続管理を提供する。
すべてのユーザインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、それ自体がＰＤＮゲート
ウェイ１７２に接続されたサービングゲートウェイ１６６を通じて転送される。ＰＤＮゲ
ートウェイ１７２は、ＵＥ　ＩＰアドレス割り振り、ならびに他の機能を提供する。ＰＤ
Ｎゲートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０は、ＩＰサービス１７６に接続される。Ｉ
Ｐサービス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステ
ム（ＩＭＳ）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサービ
スを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢＭＳユーザサービスのプロビジョニングおよび
配信のための機能を提供し得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、コンテンツプロバイダのＭＢＭＳ
送信のためのエントリポイントとしての役目を果たし得、パブリックランドモバイルネッ
トワーク（ＰＬＭＮ）内のＭＢＭＳベアラサービスを認可および開始するために使用され
得、かつＭＢＭＳ送信をスケジュールするために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１
６８は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周
波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを
分配するために使用され得、セッション管理（開始／停止）とｅＭＢＭＳ関連課金情報の
収集とを担い得る。
【００２９】
　[0037]　基地局はまた、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、ト
ランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の好適な用語でも呼
ばれ得る。基地局１０２は、ＵＥ１０４に、ＥＰＣ１６０へのアクセスポイントを提供す
る。ＵＥ１０４の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩ
Ｐ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線機、全地球測位システム、
マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例えば、ＭＰ
３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、スマートデバイス、ウェアラブルデバイ
ス、または任意の他の同様に機能するデバイスを含む。ＵＥ１０４はまた、局、モバイル
局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット
、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モ
バイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好
適な用語でも呼ばれ得る。
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【００３０】
　[0038]　再度図１を参照すると、ある特定の態様では、ＵＥ１０４／ｅＮＢ１０２は、
１つの周波数上のＵＥ１０４が、別の周波数上のＵＥを発見するために、ｅＮＢ１０２か
ら発見情報を受信し得るように構成され得る（１９８）。
【００３１】
　[0039]　図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図２００である。
図２Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２３０である
。図２Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図２５０である。図２Ｄは
、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２８０である。他のワ
イヤレス通信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有し得る。Ｌ
ＴＥでは、フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割され得
る。各サブフレームは、２つの連続したタイムスロットを含み得る。１つのリソースグリ
ッドは、２つの時間スロットを表すために使用され得、各時間スロットは１つまたは複数
の時間的にコンカレントなリソースブロック（ＲＢ）（物理ＲＢ（ＰＲＢ）とも呼ばれる
）を含む。リソースグリッドは、マルチプルなリソース要素（ＲＥ）に分割される。ＬＴ
Ｅでは、通常のサイクリックプリフィックスの場合、１つのＲＢは、周波数領域における
１２個の連続したサブキャリアと、時間領域における７個の連続したシンボル（ＤＬには
ＯＦＤＭシンボル、ＵＬにはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）の、合計８４個のＲＥを含む。拡
張されたサイクリックプリフィックスの場合、１つのＲＢは、周波数領域における１２個
の連続したサブキャリアと時間領域における６個の連続したシンボルの合計７２個のＲＢ
を含む。各ＲＢによって搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。
【００３２】
　[0040]　図２Ａに例示されるように、ＲＥのうちのいくつかは、ＵＥにおけるチャネル
推定のためのＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、セ
ル固有の基準信号（ＣＲＳ）（時に共通ＲＳとも呼ばれる）、ＵＥ固有の基準信号（ＵＥ
－ＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含み得る。図２Ａは、ア
ンテナポート０、１、２、および３についてのＣＲＳ（Ｒ０、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３と
それぞれ示される）、アンテナポート５についてのＵＥ－ＲＳ（Ｒ５と示される）、およ
びアンテナポート１５についてのＣＳＩ－ＲＳ（Ｒと示される）を例示する。図２Ｂは、
フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネルの例を例示する。物理制御フォーマット
インジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、スロット０のシンボル０内にあり、物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）が１つのシンボルを占有するか、２つのシンボルを
占有するか、または３つのシンボルを占有するかを示す制御フォーマットインジケータ（
ＣＦＩ）を搬送する（図２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰＤＣＣＨを例示する）。Ｐ
ＤＣＣＨは、１つまたは複数の制御チャネル要素（ＣＣＥ）内でダウンリンク制御情報（
ＤＣＩ）を搬送し、各ＣＣＥは、９つのＲＥグループ（ＲＥＧ）を含み、各ＲＥＧはＯＦ
ＤＭシンボル内に４つの連続したＲＥを含む。ＵＥは、これまたＤＣＩの搬送を行うＵＥ
固有のエンハンストＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で構成され得る。ｅＰＤＣＣＨは、２、
４、または８個のＲＢのペアを有し得る（図２Ｂは、２つのＲＢのペアを示し、各サブセ
ットが１つのＲＢのペアを含む）。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ
）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）もまた、スロット０のシンボル０にあり、物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基づいて、ＨＡＲＱアクノレッジメント（ＡＣ
Ｋ）／ネガティブＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバックを示すＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ
）を搬送する。プライマリ同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０およ
び５内のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレームタイミングおよび物理レイヤア
イデンティティを決定するためにＵＥによって使用されるプライマリ同期信号（ＰＳＳ）
を搬送する。セカンダリ同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および
５内のスロット０のシンボル５内にあり、物理レイヤセルアイデンティティグループ番号
を決定するためにＵＥによって使用されるセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物
理レイヤアイデンティティおよび物理レイヤセルアイデンティティグループ番号に基づい
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て、ＵＥは、物理セル識別子（ＰＣＩ）を決定することができる。ＰＣＩに基づいて、Ｕ
Ｅは、前述のＤＬ－ＲＳの位置を決定することができる。物理ブロードキャストチャネル
（ＰＢＣＨ）は、フレームのサブフレーム０のスロット１のシンボル０、１、２、３内に
あり、マスター情報ブロック（ＭＩＢ）を搬送する。ＭＩＢは、システムフレーム番号（
ＳＦＮ）、ＰＨＩＣＨ構成、およびＤＬシステム帯域幅におけるＲＢの数を提供する。物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、ページングメッセージ、システム情報ブ
ロック（ＳＩＢ）のようなＰＢＣＨを通して送信されないブロードキャストシステム情報
、およびユーザデータを搬送する。
【００３３】
　[0041]　図２Ｃに例示されるように、ＲＥのうちのいくつかは、ｅＮＢにおけるチャネ
ル推定のための復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥはさらに、サブフレームの
最後のシンボルにおいてサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を送信し得る。ＳＲＳは、コ
ーム構造（a comb structure）を有し得、ＵＥは、複数のコームのうちの１つ上でＳＲＳ
を送信し得る。ＳＲＳは、ＵＬ上での周波数依存型スケジューリングを可能にするための
チャネル品質推定のためにｅＮＢによって使用され得る。図２Ｄは、フレームのＵＬサブ
フレーム内の様々なチャネルの例を例示する。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）は、ＰＲＡＣＨ構成に基づいて、フレーム内の１つまたは複数のサブフレーム内にあ
り得る。ＰＲＡＣＨは、サブフレーム内で６つの連続したＲＢのペアを含み得る。ＰＲＡ
ＣＨは、ＵＥが最初のシステムアクセスを実施し、ＵＬ同期を達成することを可能にする
。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、ＵＬシステム帯域幅のエッジに位置
し得る。ＰＵＣＣＨは、スケジューリング要求、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、
プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ）、
およびＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのようなアップリンク制御情報（ＵＣ
Ｉ）を搬送する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、さらにバッファステータス報告（ＢＳ
Ｒ）、電力ヘッドルーム報告（ＰＨＲ：power headroom report）、および／またはＵＣ
Ｉを搬送するために使用され得る。
【００３４】
　[0042]　図３は、アクセスネットワーク内でＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１０の
ブロック図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットは、コントローラ／プロ
セッサ３７５に提供され得る。コントローラ／プロセッサ３７５は、レイヤ３およびレイ
ヤ２の機能性をインプリメントする。レイヤ３は、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを
含み、レイヤ２は、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ、無
線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤ、および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤを含む。コン
トローラ／プロセッサ３７５は、次のものを提供する：システム情報（例えば、ＭＩＢ、
ＳＩＢ）のブロードキャスト、ＲＲＣ接続制御（例えば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ
接続確立、ＲＲＣ接続修正、およびＲＲＣ接続リリース）、インター無線アクセス技術（
ＲＡＴ）モビリティ、およびＵＥ測定報告のための測定構成、に関連するＲＲＣレイヤの
機能性；ヘッダ圧縮／解凍、セキュリティ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）、
およびハンドオーバサポート機能、に関連するＰＤＣＰレイヤの機能性；上位レイヤパケ
ットデータユニット（ＰＤＵ）の転送、ＡＲＱによる誤り訂正、ＲＬＣサービスデータユ
ニット（ＳＤＵ）の連結（concatenation）とセグメンテーションとリアセンブリ、ＲＬ
ＣデータＰＤＵの再セグメンテーション、およびＲＬＣデータＰＤＵの並べ替え、に関連
するＲＬＣレイヤの機能性；および、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマ
ッピング、トランスポートブロック（ＴＢ）上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化、ＴＢからの
ＭＡＣ　ＳＤＵの逆多重化、スケジューリング情報報告、ＨＡＲＱによる誤り訂正、優先
処理（priority handling）、および論理チャネルの優先順位付け、に関連するＭＡＣレ
イヤの機能性。
【００３５】
　[0043]　送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々
な信号処理機能に関連するレイヤ１の機能性をインプリメントする。物理（ＰＨＹ）レイ
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ヤを含むレイヤ１は、トランスポートチャネル上での誤り検出、トランスポートチャネル
の前方誤り訂正（ＦＥＣ）コーディング／復号、インタリーブ、レートマッチング、物理
チャネル上へのマッピング、物理チャネルの変調／復調、およびＭＩＭＯアンテナ処理を
含み得る。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調スキーム（例えば、２相位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４相位相シフトキーイング（ＱＰＳ
Ｋ：quadrature phase-shift keying）、Ｍ相位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-pha
se-shift keying）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulati
on））に基づいた信号コンステレーションへのマッピングを処理（handles）する。その
後、コーディングされたおよび変調されたシンボルは、並列ストリームに分けられ得る。
その後、各ストリームは、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間および／または
周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）と多重化され、その後、逆高速フー
リエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して組み合わされ、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを
搬送する物理チャネルを作り出し得る。ＯＦＤＭストリームは、マルチプルな空間ストリ
ームを作り出すために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器３７４からのチ
ャネル推定値が、コーディングおよび変調スキームを決定するために、ならびに空間処理
のために、使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信されたチャネル状
態フィードバックおよび／または基準信号から導出され得る。そして、各空間ストリーム
は、別個の送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に提供され得る。各送信機３
１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３６】
　[0044]　ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５
２を通じて信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を
復元し、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６にこの情報を提供する。ＴＸプロセッサ３６８お
よびＲＸプロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連するレイヤ１の機能性をインプ
リメントする。ＲＸプロセッサ３５６は、ＵＥ３５０を宛先とする任意の空間ストリーム
を復元するために、この情報に対して空間処理を実施し得る。マルチプルな空間ストリー
ムがＵＥ３５０を宛先とする場合、それらは、ＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦ
ＤＭシンボルストリームに組み合わされ得る。その後、ＲＸプロセッサ３５６は、高速フ
ーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領
域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアについて別個のＯＦＤ
Ｍシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル、および基準信号は、ｅＮ
Ｂ３１０によって送信された最も可能性の高い（the most likely）信号コンステレーシ
ョンポイントを決定することによって復元および復調される。これらの軟判定（soft dec
isions）は、チャネル推定器３５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。そ
の後、軟判定は、物理チャネル上でｅＮＢ３１０によって本来送信されたデータおよび制
御信号を復元するために、復号およびデインタリーブされる。その後、データおよび制御
信号は、コントローラ／プロセッサ３５９に提供され、それはレイヤ３およびレイヤ２の
機能性をインプリメントする。
【００３７】
　[0045]　コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードおよびデータを記憶す
るメモリ３６０に関連付けられることができる。メモリ３６０は、コンピュータ読み取り
可能な媒体と呼ばれ得る。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０
からのＩＰパケットを復元するために、トランスポートと論理チャネルとの間の逆多重化
、パケットリアセンブリ、解読、ヘッダ解凍、および制御信号処理を提供する。コントロ
ーラ／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／ま
たはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００３８】
　[0046]　ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関連して説明された機能性と同様に、コントロ
ーラ／プロセッサ３５９は、次のものを提供する：システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩ
Ｂ）の取得、ＲＲＣ接続、および測定報告、に関連するＲＲＣレイヤの機能性；ヘッダ圧
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縮／解凍、およびセキュリティ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）、に関連する
ＰＤＣＰレイヤの機能性；上位レイヤＰＤＵの転送、ＡＲＱによる誤り訂正、ＲＬＣ　Ｓ
ＤＵの連結とセグメンテーションとリアセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテー
ション、およびＲＬＣデータＰＤＵの並べ替え、に関連するＲＬＣレイヤの機能性；およ
び、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマッピング、ＴＢ上へのＭＡＣ　Ｓ
ＤＵの多重化、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵの逆多重化、スケジューリング情報報告、ＨＡ
ＲＱによる誤り訂正、優先処理、および論理チャネルの優先順位付け、に関連するＭＡＣ
レイヤの機能性。
【００３９】
　[0047]　ｅＮＢ３１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号からチャネル
推定器３５８によって導出されたチャネル推定値は、ＴＸプロセッサ３６８によって、適
切なコーディングおよび変調スキームを選択し、および空間処理を容易にするために、使
用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機
３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に提供され得る。各送信機３５４ＴＸは、送信
のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００４０】
　[0048]　ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機の機能に関して説明されたものと同様
の方法でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれのア
ンテナ３２０を通じて信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調さ
れた情報を復元し、ＲＸプロセッサ３７０にこの情報を提供する。
【００４１】
　[0049]　コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードおよびデータを記憶す
るメモリ３７６に関連付けられることができる。メモリ３７６は、コンピュータ読み取り
可能な媒体と呼ばれ得る。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０か
らのＩＰパケットを復元するために、トランスポートと論理チャネルとの間の逆多重化、
パケットリアセンブリ、解読、ヘッダ解凍、制御信号処理を提供する。コントローラ／プ
ロセッサ３７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に提供され得る。コントローラ／プ
ロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮＡ
ＣＫプロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００４２】
　[0050]　図４は、デバイス・ツー・デバイス（Ｄ２Ｄ）通信システム４６０の図である
。Ｄ２Ｄ通信システム４６０は、複数のＵＥ４６４、４６６、４６８、４７０を含む。Ｄ
２Ｄ通信システム４６０は、例えば、ＷＷＡＮのようなセルラ通信システムとオーバーラ
ップし得る。ＵＥ４６４、４６６、４６８、４７０のうちのいくつかは、ＤＬ／ＵＬ　Ｗ
ＷＡＮスペクトルを使用してＤ２Ｄ通信において共に通信し得、いくつかは基地局４６２
と通信し得、またいくつかは両方を行い得る。例えば、図４に示されるように、ＵＥ４６
８、４７０はＤ２Ｄ通信しており、ＵＥ４６４、４６６はＤ２Ｄ通信している。ＵＥ４６
４、４６６はまた基地局４６２とも通信している。Ｄ２Ｄ通信は、物理サイドリンクブロ
ードキャストチャネル（ＰＳＢＣＨ：physical sidelink broadcast channel）、物理サ
イドリンク発見チャネル（ＰＳＤＣＨ）、物理サイドリンク共有チャネル（ＰＳＳＣＨ）
、および物理サイドリンク制御チャネル（ＰＳＣＣＨ）のような、１つまたは複数のサイ
ドリンクチャネルを通したものであり得る。
【００４３】
　[0051]　以下に説明される例示的な方法および装置は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１
規格に基づくＷｉ－Ｆｉ、ＺｉｇＢｅｅ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷｉＭｅｄ
ｉａ、またはＦｌａｓｈＬｉｎＱに基づいたワイヤレスデバイス・ツー・デバイス通信シ
ステムのような、多様なワイヤレスＤ２Ｄ通信システムのうちのいかなるものにも適用可
能である。説明を簡潔にするために、例示的な方法および装置は、ＬＴＥの文脈の中で説
明される。しかしながら、当業者は、例示的な方法および装置が、より広く様々な他のワ
イヤレスデバイス・ツー・デバイス通信システムに適用可能であることを理解するだろう
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。
【００４４】
　[0052]　ワイヤレスデバイス（例えば、ＵＥ）は、同じセル内の他のデバイスを発見し
得る。例えば、効率的なデバイス・ツー・デバイス通信のために、ＬＴＥダイレクト（Ｌ
ＴＥ－Ｄ）が開発された。あるセル内のＵＥは、同じセル内の他のＵＥを発見することを
試み得、ここでセルは、ある特定のキャリア周波数で動作する。異なるそれぞれの周波数
で動作している複数のセルが展開され得る。例えば、１つまたは複数の基地局は、第１の
周波数（Ｆ１）上で第１のセルにサービス提供し得、１つまたは複数の他の基地局は、Ｆ
１とは異なる第２の周波数（Ｆ２）上で第２のセルにサービス提供し得る。第１のセル内
のＵＥは、通常Ｆ１上の第１のセル内の他のＵＥを発見することが可能であり得、第２の
セル内のＵＥは、Ｆ２上の第２のセル内の他のＵＥを発見することが可能であり得る。さ
らに、Ｆ１上で動作する第１のセル内のＵＥが、Ｆ２上で動作する第２のセル内の他のＵ
Ｅを発見するための効率的なアプローチが開発されてきた。一態様では、Ｆ１上で動作す
る第１のセル内のＵＥが、Ｆ２上のＤＬ通信を絶えずモニタすることなく、Ｆ２上の第２
のセル内のＵＥの発見に参加するための効率的なアプローチが望まれる。
【００４５】
　[0053]　図５は、１つの周波数上のセル内のＵＥが別の周波数上の別のセル内の他のＵ
Ｅの発見に参加している様子を例示する例示的な図５００である。例示的な図５００では
、第１のセル５１０は、第１の周波数（Ｆ１）上で第１の基地局５１２によってサービス
提供され、第２のセル５４０は、第２の周波数（Ｆ２）上で第２の基地局５４２によって
サービス提供される。第２のセル５４０は、第１のセル５１０の周波数間隣接セル（an i
nter-frequency neighbor cell）である。一態様では、第１のセル５１０は１つまたは複
数の基地局によってサービス提供され得ること、および第２のセル５４０は１つまたは複
数の基地局によってサービス提供され得ることに留意されたい。第１のＵＥ５１４および
第２のＵＥ５１６は、（例えば、第１のセル５１０に対応する第１のチャネルを介して）
Ｆ１上で第１の基地局５１２と通信し得る。第３のＵＥ５４４および第４のＵＥ５４６は
、（例えば、第２のセル５４０に対応する第２のチャネルを介して）Ｆ２上で第２の基地
局５４２と通信する。第１のＵＥ５１４は、Ｆ１上の第２のＵＥ５１６の発見に参加し得
る。第１のセル５１０内の第１のＵＥ５１４はまた、本開示の以下のアプローチに従って
、第２のセル５４０内の第３のＵＥ５４４および／または第４のＵＥ５４６の発見に参加
し得る。
【００４６】
　[0054]　本開示の第１のアプローチによると、Ｆ１上の第１のＵＥ（例えば、第１のＵ
Ｅ５１４）は、Ｆ２上のＵＥ（例えば、第３のＵＥ５４４および／または第４のＵＥ５４
６）の発見に参加するために、Ｆ２に関する発見情報を受信し得る。Ｆ１上の第１のＵＥ
は、（例えば、第１のセルに対応する第１のチャネルを介して）Ｆ１上で第１のセルにサ
ービス提供している第１の基地局（例えば、第１の基地局５１２）から、Ｆ２に関する発
見情報を受信する。Ｆ１は、第１のセル（例えば、第１の基地局５１２によってサービス
提供される第１のセル５１０）に対応する第１のチャネルに関連し得る。Ｆ１は、ＤＬ周
波数であり得る。Ｆ２は、第２のセル（例えば、第２の基地局５４２によってサービス提
供される第２のセル５４０）に対応する第２のチャネルに関連し得る。Ｆ２は、ＵＬ周波
数であり得る。第１の基地局からの発見情報がＦ２上のＵＥを発見するために使用される
ので、Ｆ１上の第１のＵＥは、Ｆ２上のＵＥを発見するためにＦ２上のＤＬチャネルをモ
ニタする必要がない。第１のＵＥは、Ｆ１上で、第１の基地局からＦ２に関する発見情報
を受信し得る。第１の基地局は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ専用のシ
グナリングのような無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して、ＤＬチャネル
を介して、Ｆ２に関する発見情報を第１のＵＥに送り得る。第１のＵＥはまた、Ｆ１上の
ＵＥの発見に参加するために、Ｆ１上で第１の基地局から、Ｆ１に関する発見情報を受信
し得る。発見情報は、以下のように、Ｆ１上の第１のＵＥが別の周波数上のＵＥを発見す
ることを助ける情報を含み得る。Ｆ１上で第１の基地局から受信された発見情報に基づい
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て、第１のＵＥは、Ｆ２上のＵＥ（例えば、第３のＵＥ５４４および／または第４のＵＥ
５４６）を発見し得る。
【００４７】
　[0055]　発見情報は、発見リソース情報を含み得る。発見リソース情報は、第１のセル
（現在のサービングセル）内のＵＥの発見のための発見リソース情報を含み得る、および
／または、第１のセルの周波数間隣接セルである第２のセル内のＵＥの発見のための発見
リソース情報を含み得ることに留意されたい。第１のＵＥは、発見リソース情報に示され
た発見リソースを介して、他のＵＥから発見信号を受信し得る。したがって、第１のセル
内の第１のＵＥは、第２のセル内のＵＥの発見のための発見リソースを介して、第２のセ
ル内のＵＥから発見信号を受信し得る。第１のセル内の第１のＵＥはまた、第１のセル内
のＵＥの発見のための発見リソースを介して、第１のセル内の他のＵＥから発見信号を受
信し得る。発見リソース情報は、発見が実施されることになる各セルのためのリソースの
プールについての情報を含み得る。発見リソース情報に示されるリソースのプールが第１
のセル（現在のサービングセル）のためのものである場合、第１のＵＥは、そのリソース
のプールを介して、第１のセルに送信し得るおよび第１のセルから受信し得る。
【００４８】
　[0056]　一態様では、発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップを含み得る
。発見サブフレームビットマップは、他のＵＥの発見のために使用されるある特定のサブ
フレームを構成することについての情報を含み得る。発見リソース情報は、発見サブフレ
ームビットマップについての繰り返しの数（a number of repetitions）を含み得る。例
えば、発見サブフレームビットマップについての繰り返しの数は、他のＵＥの発見のため
に使用されるある特定のサブフレームについての繰り返しの数を指定し得る。発見リソー
ス情報は、第１のＵＥによって他のＵＥの発見が実施され得る期間である発見期間を含み
得る。
【００４９】
　[0057]　発見情報は、Ｆ２上での発見のために使用され得る無線パラメータを含み得る
。無線パラメータは、Ｆ２上の１つまたは複数のＵＥによって発見信号が送信される最大
送信電力を含み得る。無線パラメータは、無線周波数（ＲＦ）通信に関する要件ごとに周
波数帯域を分類するために使用されるネットワークシグナリング（ＮＳ）値を含み得る。
無線パラメータは、公称電力（nominal power）（Ｐｏ）値および／またはアルファ（α
）値を含み得、ここでＰｏおよびαは、電力制御のためのパラメータである。例えば、Ｐ
ｏおよびαは、ＵＥの送信電力を計算するために使用され得る。
【００５０】
　[0058]　発見リソースは通常、あるタイミング基準についてシグナリングされ得、それ
は初期設定ではＦ２についてのタイミング基準であり得る。本開示のこの態様では、発見
情報は、発見リソースがＦ１に関するタイミング基準についてシグナリングされるかどう
かを示すタイミング基準情報を含み得る。したがって、第１のＵＥは、Ｆ２上のＵＥの発
見に参加するために、Ｆ１に関するタイミング基準を使用することができる。一態様では
、タイミング基準情報は、発見情報内の１ビット部分に含まれ得る。タイミング基準情報
は、Ｆ１に関する特定のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）であり得、ここで、Ｆ１に関す
るＳＦＮはＳＦＮ０であり得る。Ｆ１に関するＳＦＮは、Ｆ２上の第２のセルに同期する
ために使用され得る。
【００５１】
　[0059]　発見情報は、Ｆ１上のＤＬに関する同期信号がＦ２上のＵＥを発見するための
発見リソースを決定するために使用されることができるかどうかを示す同期情報を含み得
る。一態様では、同期情報はさらに、Ｆ２上の発見リソースおよびＦ１上のＤＬについて
のオフセット（例えば、サブフレームオフセット）を示すためのオフセット情報を含み得
る。具体的には、第１のＵＥは、Ｆ１上の通信およびＦ２上の通信について同期を実施す
るために、サブフレームオフセットを利用し得る。別の態様では、同期情報はさらに、隣
接セルリソースがアンビギュイティウィンドウ（ambiguity window）を含むことを示し得
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、ここでアンビギュイティウィンドウは、シグナリングされた隣接セルリソースの正確さ
を表し得る。一態様では、同期情報は、発見情報内の１ビット部分に含まれ得る。
【００５２】
　[0060]　発見情報は、Ｆ１における基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が第１のＵＥの送信
電力またはリソースプール選択のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかど
うかを示す基準信号情報を含み得る。ＲＳＲＰ値は、第１のＵＥの送信電力を計算するた
めに使用されるパラメータであることに留意されたい。例えば、第１のＵＥの送信電力は
、Ｆ１におけるＲＳＲＰ値をＰｏ値とアルファ（α）値との合計と乗算することによって
計算され得る。タイミング基準情報、同期情報、または基準信号情報のうちの少なくとも
１つは、発見情報内の１ビット部分に含まれ得ることに留意されたい。
【００５３】
　[0061]　本開示の第２のアプローチによると、第１のＵＥは、第１の基地局からＦ１で
システム情報ブロック（ＳＩＢ）を受信し得、ここでＳＩＢは、Ｆ２に関するＳＩＢのう
ちの１つまたは複数に変化があったかどうかを示す値タグ（a value tag）を含む。第１
のＵＥが、受信されたＳＩＢに基づいて、Ｆ２に関する１つまたは複数のＳＩＢに変化が
あったと決定する場合、第１のＵＥは、Ｆ２に関する１つまたは複数のＳＩＢを受信し得
る。Ｆ２に関する１つまたは複数のＳＩＢに基づいて、第１のＵＥは、Ｆ２上の１つまた
は複数のＵＥを発見し得る。一態様では、第１のＵＥによって受信されるＳＩＢがＦ１に
おけるＳＩＢ１である場合、Ｆ１のＳＩＢ１は、Ｆ２に関するＳＩＢのいずれかに変化が
あったかどうかを示す値タグを含み得る。そのような態様では、値タグは、Ｆ２に関する
ＳＩＢのうちのいずれか１つが変化した場合に変化を示す。そのような態様では、受信さ
れたＳＩＢ１内の値タグが変化を示す場合、第１のＵＥは、Ｆ２に関するＳＩＢを受信す
る。別の態様では、第１のＵＥによって受信されるＳＩＢがＦ１におけるＳＩＢ１９であ
る場合、Ｆ１のＳＩＢ１９は、Ｆ２のＳＩＢ１９に変化があったかどうかを示す値タグを
含み得る。値タグがＦ２のＳＩＢ１９に変化があったことを示す場合、第１のＵＥは、Ｆ
２のＳＩＢ１９を読み取る（reads）。
【００５４】
　[0062]　図６は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート６０
０である。方法は、ＵＥ（例えば、第１のＵＥ５１４、装置１１０２／１１０２’）によ
って実施され得る。６０２において、ＵＥは、第１のセルにサービス提供している第１の
基地局から、第１のチャネルの第１の周波数上で、第２のセルに対応する第２のチャネル
の第２の周波数に関連する発見情報を受信し、ここで、第１の周波数はＤＬ周波数であり
、第２の周波数はＵＬ周波数である。例えば、先に説明したように、Ｆ１上の第１のＵＥ
（例えば、第１のＵＥ５１４）は、Ｆ２上のＵＥ（例えば、第３のＵＥ５４４および／ま
たは第４のＵＥ５４６）の発見に参加するために、Ｆ２に関する発見情報を受信し得る。
例えば、先に説明したように、Ｆ１上の第１のＵＥは、（例えば、第１のセルに対応する
第１のチャネルを介して）Ｆ１上で第１のセルにサービス提供している第１の基地局（例
えば、第１の基地局５１２）から、Ｆ２に関する発見情報を受信する。６０４において、
ＵＥは、受信された発見情報に基づいて、第２のチャネルの第２の周波数上の１つまたは
複数のＵＥを発見する。Ｆ１上で第１の基地局から受信された発見情報に基づいて、第１
のＵＥは、Ｆ２上のＵＥ（例えば、第３のＵＥ５４４および／または第４のＵＥ５４６）
を発見し得る。
【００５５】
　[0063]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、ＳＩＢまたは専用のＲＲＣ
シグナリングのうちの少なくとも１つを通して受信され得る。例えば、先に説明したよう
に、第１の基地局は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）またはＲＲＣ専用のシグナリング
のような無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して、ＤＬチャネルを介して、
Ｆ２に関する発見情報を第１のＵＥに送り得る。
【００５６】
　[0064]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、第２の周波数上のＵＥのう
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ちの１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を含む。そのような態
様では、発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、発見サブフレームビット
マップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを備える。一態
様では、受信された発見情報はさらに、第１の基地局の第１の周波数に関連し、第２の周
波数に関連する発見情報および第１の周波数に関連する発見情報を含む。例えば、先に説
明したように、発見情報は、発見リソース情報を含み得る。例えば、先に説明したように
、発見リソース情報は、第１のセル（現在のサービングセル）内のＵＥの発見のための発
見リソース情報を含み得、および／または、第１のセルの周波数間隣接セルである第２の
セル内のＵＥの発見のための発見リソース情報を含み得る。例えば、先に説明したように
、発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップを含み得、発見サブフレームビッ
トマップについての繰り返しの数を含み得、そして第１のＵＥによって他のＵＥの発見が
実施され得る期間である発見期間を含み得る。
【００５７】
　[0065]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、第２の周波数上の１つまた
は複数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを含み、ここで１つまた
は複数の無線パラメータは、第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥによって発見信号が
送信される最大送信電力、ＮＳ値、公称電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルフ
ァ値のうちの少なくとも１つを含む。例えば、先に説明したように、発見情報は、Ｆ２上
での発見のために使用され得る無線パラメータを含み得る。例えば、先に説明したように
、無線パラメータは、Ｆ２上の１つまたは複数のＵＥによって発見信号が送信される最大
送信電力を含み得、ＲＦ通信に関する要件ごとに周波数帯域を分類するために使用される
ＮＳ値を含み得、Ｐｏ値および／またはアルファ（α）値を含み得、ここでＰｏおよびα
は、電力制御のためのパラメータである。
【００５８】
　[0066]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、発見リソースが第１の周波
数に関するタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基準情報を含み、
ＵＥは、そのタイミング基準情報に基づいて、それら発見リソースにおいて、第２の周波
数上の１つまたは複数のＵＥを発見する。例えば、先に説明したように、発見情報は、発
見リソースがＦ１に関するタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基
準情報を含み得る。例えば、先に説明したように、第１のＵＥは、Ｆ２上のＵＥの発見に
参加するために、Ｆ１に関するタイミング基準を使用することができる。そのような態様
では、タイミング基準情報は、第１の周波数に関する特定のＳＦＮである。例えば、先に
説明したように、タイミング基準情報は、Ｆ１に関する特定のシステムフレーム番号（Ｓ
ＦＮ）であり得、ここで、Ｆ１に関するＳＦＮはＳＦＮ０であり得る。
【００５９】
　[0067]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、第１の周波数上のダウンリ
ンクに関する同期信号が第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されること
ができるかどうかを示す同期情報を含む。例えば、先に説明したように、発見情報は、Ｆ
１上のＤＬに関する同期信号がＦ２上のＵＥを発見するための発見リソースを決定するた
めに使用されることができるかどうかを示す同期情報を含み得る。そのような態様では、
同期情報はさらに、第２の周波数上の発見リソースおよび第１の周波数上のダウンリンク
についてのオフセットを示すためのオフセット情報を含む。例えば、先に説明したように
、同期情報はさらに、Ｆ２上の発見リソースおよびＦ１上のＤＬについてのオフセット（
例えば、サブフレームオフセット）を示すためのオフセット情報を含み得る。そのような
態様では、同期情報はさらに、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むこ
とを示すアンビギュイティウィンドウ情報を含む。例えば、先に説明したように、同期情
報はさらに、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示し得、ここ
でアンビギュイティウィンドウは、シグナリングされた隣接セルリソースの正確さを表し
得る。
【００６０】



(17) JP 6700303 B2 2020.5.27

10

20

30

40

50

　[0068]　一態様では、受信された発見情報はさらに、第１の基地局の第１の周波数に関
連し、第１の周波数におけるＲＳＲＰがＵＥの送信電力またはリソースプール選択のうち
の少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す情報を含む。例えば、先に
説明したように、発見情報は、Ｆ１におけるＲＳＲＰが第１のＵＥの送信電力またはリソ
ースプール選択のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す基準
信号情報を含み得る。
【００６１】
　[0069]　図７は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート７０
０である。方法は、ＵＥ（例えば、第１のＵＥ５１４、装置８０２／８０２’）によって
実施され得る。７０２において、ＵＥは、第１の基地局から第１の周波数におけるＳＩＢ
を受信し、該ＳＩＢは、第２の基地局の第２の周波数に関してＳＩＢのセットのうちの１
つまたは複数のＳＩＢが変化したかどうかを示す情報を含む。例えば、先に説明したよう
に、第１のＵＥは、第１の基地局からＦ１におけるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を受
信し得、ここでＳＩＢは、Ｆ２に関するＳＩＢのうちの１つまたは複数に変化があったか
どうかを示す値タグを含む。７０４において、ＵＥは、第２の基地局の第２の周波数に関
して１つまたは複数のＳＩＢのうちの少なくとも１つのＳＩＢが変化したことを決定する
。７０６において、ＵＥは、少なくとも１つのＳＩＢを受信するために第２の周波数に同
調する。例えば、先に説明したように、第１のＵＥが、受信されたＳＩＢに基づいて、Ｆ
２に関する１つまたは複数のＳＩＢに変化があったと決定する場合、第１のＵＥは、Ｆ２
に関する１つまたは複数のＳＩＢを受信し得る。７０８において、ＵＥは、受信された少
なくとも１つのＳＩＢに基づいて第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥを発見する。例
えば、先に説明したように、Ｆ２に関する１つまたは複数のＳＩＢに基づいて、第１のＵ
Ｅは、Ｆ２上の１つまたは複数のＵＥを発見し得る。
【００６２】
　[0070]　一態様では、第１の周波数上で受信されるＳＩＢは、ＳＩＢ１である。例えば
、先に説明したように、第１のＵＥによって受信されるＳＩＢがＦ１におけるＳＩＢ１で
ある場合、Ｆ１のＳＩＢ１は、Ｆ２に関するＳＩＢのいずれかに変化があったかどうかを
示す値タグを含み得る。別の態様では、第１の周波数上で受信されるＳＩＢはＳＩＢ１９
であり、該ＳＩＢ１９は、第２の基地局の第２の周波数に関してＳＩＢ１９が変化したか
どうか、および受信された少なくとも１つのＳＩＢが第２の周波数に関するＳＩＢ１９で
あるかどうかを示す。例えば、先に説明したように、第１のＵＥによって受信されるＳＩ
ＢがＦ１におけるＳＩＢ１９である場合、Ｆ１のＳＩＢ１９は、Ｆ２のＳＩＢ１９に変化
があったかどうかを示す値タグを含み得る。
【００６３】
　[0071]　図８は、例示的な装置８０２における異なる手段／コンポーネント間のデータ
フローを例示する概念的データフローダイアグラム８００である。装置は、ＵＥであり得
る。装置は、受信コンポーネント８０４、送信コンポーネント８０６、発見情報管理コン
ポーネント８０８、発見コンポーネント８１０、およびＳＩＢ管理コンポーネント８１２
を含む。装置は、８７０および８７２において、受信コンポーネント８０４および送信コ
ンポーネント８０６を使用して、第１の基地局８５０と通信し得る。
【００６４】
　[0072]　第１のアプローチによると、発見情報管理コンポーネント８０８は、８７２お
よび８７４において、第１のセルにサービス提供している第１の基地局８５０から第１の
チャネルの第１の周波数上で、受信コンポーネント８０４を介して、第２のセルに対応す
る第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受け取り、ここで、第１の周波数
はＤＬ周波数であり、第２の周波数はＵＬ周波数である。発見情報管理コンポーネント８
０８は、８７６において、発見情報を発見コンポーネント８１０に転送（forward）し得
る。発見コンポーネント８１０は、受け取られた発見情報に基づいて、８７８、８８０、
８８２、および８８４において、送信コンポーネント８０６および受信コンポーネント８
０４を介して、（例えば、第２の基地局８６４によってサービス提供される第２のセル内



(18) JP 6700303 B2 2020.5.27

10

20

30

40

50

の）第２のチャネルの第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥ（例えば、ＵＥ８６０）を
発見する。一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、ＳＩＢまたは専用のＲＲＣ
シグナリングのうちの少なくとも１つを通して受信される。
【００６５】
　[0073]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、第２の周波数上のＵＥのう
ちの１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を含む。そのような態
様では、発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、発見サブフレームビット
マップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを備える。一態
様では、受信された発見情報はさらに、第１の基地局８５０の第１の周波数に関連し、第
２の周波数に関連する発見情報および第１の周波数に関連する発見情報を含む。
【００６６】
　[0074]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、第２の周波数上の１つまた
は複数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを含み、ここで１つまた
は複数の無線パラメータは、第２の周波数上の１つまたは複数のＵＥによって発見信号が
送信される最大送信電力、ＮＳ値、公称電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルフ
ァ値のうちの少なくとも１つを含む。
【００６７】
　[0075]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、発見リソースが第１の周波
数に関するタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基準情報を含み、
発見コンポーネント８１０は、８７８、８８０、８８２、および８８４において、そのタ
イミング基準情報に基づいて、それら発見リソースにおいて、第２の周波数上の１つまた
は複数のＵＥ（例えば、ＵＥ８６０）を発見する。そのような態様では、タイミング基準
情報は、第１の周波数に関する特定のＳＦＮである。
【００６８】
　[0076]　一態様では、第２の周波数に関連する発見情報は、第１の周波数上のダウンリ
ンクに関する同期信号が第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されること
ができるかどうかを示す同期情報を含む。そのような態様では、同期情報はさらに、第２
の周波数上の発見リソースおよび第１の周波数上のダウンリンクについてのオフセットを
示すためのオフセット情報を含む。そのような態様では、同期情報はさらに、隣接セルリ
ソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示すアンビギュイティウィンドウ情報
を含む。
【００６９】
　[0077]　一態様では、受信された発見情報はさらに、第１の基地局８５０の第１の周波
数に関連し、第１の周波数におけるＲＳＲＰがＵＥの送信電力またはリソースプール選択
のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す情報を含む。
【００７０】
　[0078]　第２のアプローチよると、ＳＩＢ管理コンポーネント８１２は、８７２および
８８６において、第１の基地局８５０からの第１の周波数におけるＳＩＢを、受信コンポ
ーネント８０４を介して受け取り、ＳＩＢは、第２の基地局（例えば、第２の基地局８６
４）の第２の周波数に関してＳＩＢのセットのうちの１つまたは複数のＳＩＢが変化した
かどうかを示す情報を含む。ＳＩＢ管理コンポーネント８１２は、第２の基地局の第２の
周波数に関して１つまたは複数のＳＩＢのうちの少なくとも１つのＳＩＢが変化したこと
を決定する。ＳＩＢ管理コンポーネント８１２は、８８８において、少なくとも１つのＳ
ＩＢを受信するために第２の周波数に同調する。発見コンポーネント８１０は、８９０、
８７８、８８０、８８２、および８８４において、受信された少なくとも１つのＳＩＢに
基づいて、送信コンポーネント８０６および受信コンポーネント８０４を介して、第２の
周波数上の１つまたは複数のＵＥ（例えば、ＵＥ８６０）を発見する。
【００７１】
　[0079]　一態様では、第１の周波数上で受信されるＳＩＢは、ＳＩＢ１である。別の態
様では、第１の周波数上で受信されるＳＩＢはＳＩＢ１９であり、ＳＩＢ１９は、第２の
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基地局の第２の周波数に関してＳＩＢ１９が変化したかどうか、および受信された少なく
とも１つのＳＩＢが第２の周波数に関するＳＩＢ１９であるかどうかを示す。
【００７２】
　[0080]　装置は、図６および図７の前述のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロ
ックの各々を実施する追加的なコンポーネントを含み得る。したがって、図６および図７
の前述のフローチャートにおける各ブロックは、１つのコンポーネントによって実施され
得、装置は、それらのコンポーネントのうちの１つまたは複数を含み得る。これらコンポ
ーネントは、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように特に構成された１つま
たは複数のハードウェアコンポーネントであるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを
実施するよう構成されたプロセッサによってインプリメントされるか、プロセッサによる
インプリメンテーションのためにコンピュータ読み取り可能な媒体内に記憶されるか、ま
たはこれらの何らかの組み合わせであり得る。
【００７３】
　[0081]　図９は、処理システム９１４を用いる装置８０２’についてのハードウェアイ
ンプリメンテーションの例を例示する図９００である。処理システム９１４は、概してバ
ス９２４によって表されるバスアーキテクチャを用いてインプリメントされ得る。バス９
２４は、処理システム９１４の特定の用途および全体的な設計制約に応じて、相互接続バ
スおよびブリッジをいくつでも含み得る。バス９２４は、プロセッサ９０４、コンポーネ
ント８０４、８０６、８０８、８１０、８１２、およびコンピュータ読み取り可能な媒体
／メモリ９０６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウ
ェアコンポーネントを含む様々な回路を互いにリンクする。バス９２４はまた、タイミン
グソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路のような、様々な他の回路
もリンクさせ得るが、これらは当該技術で周知であるため、これ以上説明されない。
【００７４】
　[0082]　処理システム９１４は、トランシーバ９１０に結合され得る。トランシーバ９
１０は、１つまたは複数のアンテナ９２０に結合される。トランシーバ９１０は、送信媒
体を介して様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ９１０は、１
つまたは複数のアンテナ９２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出し、抽
出された情報を処理システム９１４に、特に受信コンポーネント８０４に、提供する。加
えて、トランシーバ９１０は、処理システム９１４、特に送信コンポーネント８０６から
情報を受け取り、その受け取られた情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ９２０に
適用される信号を生成する。処理システム９１４は、コンピュータ読み取り可能な媒体／
メモリ９０６に結合されたプロセッサ９０４を含む。プロセッサ９０４は、コンピュータ
読み取り可能な媒体／メモリ９０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理
を担う。ソフトウェアは、プロセッサ９０４によって実行されたとき、処理システム９１
４に、任意の特定の装置に関して上で説明した様々な機能を実施させる。コンピュータ読
み取り可能な媒体／メモリ９０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ９０
４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム９１４はさら
に、コンポーネント８０４、８０６、８０８、８１０、８１２のうちの少なくとも１つを
含む。これらのコンポーネントは、プロセッサ９０４上で動作するかコンピュータ読み取
り可能な媒体／メモリ９０６に存在／記憶されたソフトウェアコンポーネントか、プロセ
ッサ９０４に結合された１つまたは複数のハードウェアコンポーネントか、またはそれら
の何らかの組み合わせであり得る。処理システム９１４は、ＵＥ３５０のコンポーネント
であり得、メモリ３６０および／またはＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、
およびコントローラ／プロセッサ３５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００７５】
　[0083]　一構成では、ワイヤレス通信のための装置８０２／８０２’は、第１のセルに
サービス提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数上で、第２のセ
ルに対応する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信するための手段で
あって、ここで、第１の周波数はＤＬ周波数であり、第２の周波数はＵＬ周波数である、
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受信するための手段と、受信された発見情報に基づいて、第２のチャネルの第２の周波数
上の１つまたは複数のＵＥを発見するための手段とを含む。
【００７６】
　[0084]　別の構成では、ワイヤレス通信のための装置８０２／８０２’は、第１の基地
局から、第１の周波数におけるＳＩＢを受信するための手段であって、該ＳＩＢが第２の
基地局の第２の周波数に関してＳＩＢのセットのうちの１つまたは複数のＳＩＢが変化し
たかどうかを示す情報を含む、受信するための手段と、第２の基地局の第２の周波数に関
して１つまたは複数のＳＩＢのうちの少なくとも１つのＳＩＢが変化したことを決定する
ための手段と、少なくとも１つのＳＩＢを受信するために第２の周波数に同調するための
手段と、受信された少なくとも１つのＳＩＢに基づいて第２の周波数上の１つまたは複数
のＵＥを発見するための手段とを含む。
【００７７】
　[0085]　前述の手段は、前述の手段によって記載された機能を実施するように構成され
た装置８０２’の処理システム９１４および／または装置８０２の前述のコンポーネント
のうちの１つまたは複数であり得る。上に説明されたように、処理システム９１４は、Ｔ
Ｘプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９を
含み得る。したがって、１つの構成では、前述の手段は、前述の手段によって記載された
機能を実施するよう構成されたＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコ
ントローラ／プロセッサ３５９であり得る。
【００７８】
　[0086]　開示されたプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階
層は、例示的なアプローチの一例であるということは理解される。設計の選好に基づいて
、これらのプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は並べ換
えられ得ることは理解される。さらに、いくつかのブロックは、組み合わせられ得るか、
または省略され得る。添付の方法の請求項は、様々なブロックの要素をサンプルの順序で
提示するが、それらは提示された特定の順序または階層に限定されることを意図していな
い。
【００７９】
　[0087]　先の説明は、当業者が、ここに説明された様々な態様を実施することができる
ように提供されている。これらの態様に対する様々な変更は、当業者に容易に理解される
ものであり、ここに定義された一般的な原理は、他の態様に適用され得る。したがって、
特許請求の範囲は、ここに示される態様に限定されるようには意図されておらず、請求項
の文言と一致する最大の範囲を認められるべきであり、ここで、ある要素への単数形での
言及は、そのように明確に述べられていない限りは「１つおよび１つのみ」を意味するの
ではなく、「１つまたは複数」を意味するように意図されている。「例示的な（exemplar
y）」という用語は、ここで「例、実例、または例示としての役割を果たす」という意味
で使用される。「例示的」であるとここで説明されたいずれの態様も、必ずしも、他の態
様よりも好ましいまたは有利であると解釈されるべきではない。そうでないとの明確な記
載がない限り、「いくつかの（some）」という用語は、１つまたは複数に言及するもので
ある。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つ
または複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのう
ちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」のような組
合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、マルチプルな（multiples of
）Ａ、マルチプルなＢ、またはマルチプルなＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、また
はＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、
Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」
、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」のような組合せは、Ａのみ、Ｂの
み、Ｃのみ、ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣであり得、ここで、任意のこの
ような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣの１つまたは複数のメンバーを含み得る。当業者に知
られている、あるいは後に知られることになる本開示全体にわたって説明された様々な態
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様の要素に対するすべての構造的および機能的な同等物は、参照によってここに明確に組
み込まれ、特許請求の範囲に包含されるように意図されている。さらに、本明細書におけ
るいかなる開示も、そのような開示が特許請求の範囲に明確に記載されているか否かに関
わらず、公衆に献呈されることを意図したものではない。「モジュール」、「メカニズム
」、「要素」、「デバイス」等の用語は、「手段」という用語の代用ではない可能性があ
る。したがって、要素が「～のための手段」という表現を使用して明記されていない限り
、請求項のいずれの要素もミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない
。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ装置（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のセルにサービス提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数
上で、第２のセルに対応する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信す
ることと、ここにおいて、前記第１の周波数はダウンリンク（ＤＬ）周波数であり、前記
第２の周波数はアップリンク（ＵＬ）周波数である、
　前記受信された発見情報に基づいて、前記第２のチャネルの前記第２の周波数上の１つ
または複数のＵＥを発見することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または
専用の無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのうちの少なくとも１つを通して受信さ
れる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記ＵＥのうちの
１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を含む、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、前記発見サブフレームビッ
トマップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ
３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第２の周波数に関連する発見情報および前記第１の周波数に関連する発見情報を含む、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記１つまたは複
数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを含み、ここにおいて、前記
１つまたは複数の無線パラメータは、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥに
よって発見信号が送信される最大送信電力、ネットワークシグナリング（ＮＳ）値、公称
電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルファ値のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、発見リソースが前記第１の周波数に関す
るタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基準情報を含み、
　ここにおいて、前記ＵＥは、前記タイミング基準情報に基づいて、前記発見リソースに
おいて、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥを発見する、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第１の周波数上のダウンリンクに関
する同期信号が前記第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されることがで
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きるかどうかを示す同期情報を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記同期情報は、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示すア
ンビギュイティウィンドウ情報をさらに含む、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第１の周波数における基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が前記ＵＥの送信電力またはリソ
ースプール選択のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す情報
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のためのユーザ装置（ＵＥ）であって、
　第１のセルにサービス提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数
上で、第２のセルに対応する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信す
るための手段と、ここにおいて、前記第１の周波数はダウンリンク（ＤＬ）周波数であり
、前記第２の周波数はアップリンク（ＵＬ）周波数である、
　前記受信された発見情報に基づいて、前記第２のチャネルの前記第２の周波数上の１つ
または複数のＵＥを発見するための手段と、
　を備える、ＵＥ。
［Ｃ１２］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または
専用の無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのうちの少なくとも１つを通して受信さ
れる、Ｃ１１に記載のＵＥ。
［Ｃ１３］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記ＵＥのうちの
１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を含む、Ｃ１１に記載のＵ
Ｅ。
［Ｃ１４］
　前記発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、前記発見サブフレームビッ
トマップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ
１３に記載のＵＥ。
［Ｃ１５］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第２の周波数に関連する発見情報および前記第１の周波数に関連する発見情報を含む、
Ｃ１１に記載のＵＥ。
［Ｃ１６］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記１つまたは複
数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを含み、ここにおいて、前記
１つまたは複数の無線パラメータは、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥに
よって発見信号が送信される最大送信電力、ネットワークシグナリング（ＮＳ）値、公称
電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルファ値のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ
１１に記載のＵＥ。
［Ｃ１７］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、発見リソースが前記第１の周波数に関す
るタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基準情報を含み、
　ここにおいて、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥを発見するための前記
手段は、前記タイミング基準情報に基づいて、前記発見リソースにおいて、前記第２の周
波数上の前記１つまたは複数のＵＥを発見するように構成される、
　Ｃ１１に記載のＵＥ。
［Ｃ１８］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第１の周波数上のダウンリンクに関
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する同期信号が前記第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されることがで
きるかどうかを示す同期情報を含む、Ｃ１１に記載のＵＥ。
［Ｃ１９］
　前記同期情報は、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示すア
ンビギュイティウィンドウ情報をさらに含む、Ｃ１８に記載のＵＥ。
［Ｃ２０］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第１の周波数における基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が前記ＵＥの送信電力またはリソ
ースプール選択のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す情報
を含む、Ｃ１１に記載のＵＥ。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のためのユーザ装置（ＵＥ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第１のセルにサービス提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波
数上で、第２のセルに対応する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信
することと、ここにおいて、前記第１の周波数はダウンリンク（ＤＬ）周波数であり、前
記第２の周波数はアップリンク（ＵＬ）周波数である、
　　前記受信された発見情報に基づいて、前記第２のチャネルの前記第２の周波数上の１
つまたは複数のＵＥを発見することと、
　を行うように構成される、ＵＥ。
［Ｃ２２］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または
専用の無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのうちの少なくとも１つを通して受信さ
れる、Ｃ２１に記載のＵＥ。
［Ｃ２３］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記ＵＥのうちの
１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を含む、Ｃ２１に記載のＵ
Ｅ。
［Ｃ２４］
　前記発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、前記発見サブフレームビッ
トマップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ
２３に記載のＵＥ。
［Ｃ２５］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第２の周波数に関連する発見情報および前記第１の周波数に関連する発見情報を含む、
Ｃ２１に記載のＵＥ。
［Ｃ２６］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記１つまたは複
数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを含み、ここにおいて、前記
１つまたは複数の無線パラメータは、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥに
よって発見信号が送信される最大送信電力、ネットワークシグナリング（ＮＳ）値、公称
電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルファ値のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ
２１に記載のＵＥ。
［Ｃ２７］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、発見リソースが前記第１の周波数に関す
るタイミング基準についてのものであることを示すタイミング基準情報を含み、
　ここにおいて、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥを発見するように構成
される前記少なくとも１つのプロセッサは、前記タイミング基準情報に基づいて、前記発
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見リソースにおいて、前記１つまたは複数の隣接しているＵＥを発見するように構成され
る、
　Ｃ２１に記載のＵＥ。
［Ｃ２８］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第１の周波数上のダウンリンクに関
する同期信号が前記第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されることがで
きるかどうかを示す同期情報を含む、Ｃ２１に記載のＵＥ。
［Ｃ２９］
　前記同期情報は、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示すア
ンビギュイティウィンドウ情報をさらに含む、Ｃ２８に記載のＵＥ。
［Ｃ３０］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第１の周波数における基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が前記ＵＥの送信電力またはリソ
ースプール選択のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す情報
を含む、Ｃ２１に記載のＵＥ。
［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ読み取り
可能な媒体であって、
　第１のセルにサービス提供している第１の基地局から、第１のチャネルの第１の周波数
上で、第２のセルに対応する第２のチャネルの第２の周波数に関連する発見情報を受信す
ることと、ここにおいて、前記第１の周波数はダウンリンク（ＤＬ）周波数であり、前記
第２の周波数はアップリンク（ＵＬ）周波数である、
　前記受信された発見情報に基づいて、前記第２のチャネルの前記第２の周波数上の１つ
または複数のＵＥを発見することと、
　を行うためのコードを備える、コンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３２］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または
専用の無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのうちの少なくとも１つを通して受信さ
れる、Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３３］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記ＵＥのうちの
１つまたは複数から発見信号が受信される、発見リソース情報を含む、Ｃ３１に記載のコ
ンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３４］
　前記発見リソース情報は、発見サブフレームビットマップ、前記発見サブフレームビッ
トマップについての繰り返しの数、または発見期間のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ
３３に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３５］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第２の周波数に関連する発見情報および前記第１の周波数に関連する発見情報を含む、
Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３６］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第２の周波数上の前記１つまたは複
数のＵＥを発見するための１つまたは複数の無線パラメータを含み、ここにおいて、前記
１つまたは複数の無線パラメータは、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥに
よって発見信号が送信される最大送信電力、ネットワークシグナリング（ＮＳ）値、公称
電力（Ｐｏ）値、または電力制御のためのアルファ値のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ
３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３７］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、発見リソースが前記第１の周波数に関す



(25) JP 6700303 B2 2020.5.27

10
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　ここにおいて、前記第２の周波数上の前記１つまたは複数のＵＥを発見するためのコー
ドを備える前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、前記タイミング基準情報に基づいて
、前記発見リソースにおいて、前記１つまたは複数の隣接しているＵＥを発見するための
コードを備える、
　Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３８］
　前記第２の周波数に関連する前記発見情報は、前記第１の周波数上のダウンリンクに関
する同期信号が前記第２の周波数上の発見リソースを決定するために使用されることがで
きるかどうかを示す同期情報を含む、Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
［Ｃ３９］
　前記同期情報は、隣接セルリソースがアンビギュイティウィンドウを含むことを示すア
ンビギュイティウィンドウ情報をさらに含む、Ｃ３８に記載のコンピュータ読み取り可能
な媒体。
［Ｃ４０］
　前記受信された発見情報は、前記第１の基地局の前記第１の周波数にさらに関連し、前
記第１の周波数における基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が前記ＵＥの送信電力またはリソ
ースプール選択のうちの少なくとも１つを決定するために使用されるかどうかを示す情報
を含む、Ｃ３１に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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